















臥 IyH ･M o V の cI' e-を チ 1･ネ リン グ させ た と き 帆 h･iこ垂ilなj1-Tftj
a) エ ネル ギー は イ二速 ･S_局 :旭 を と り､ こ の レベ ル 問 を招 移 した と き に J･k山す
る光 を チ ャ ネ リン })'/),I(射光と呼 ぶ｡ そ U)た め チ ャネ リ ン グJ･,'t,qLl光 は そu)レベ
ル に 対 応 した エ ネ ル ギー に ピー ク を持 一)ス ペ ク トル を しめす｡
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○ ツ〉 TCO l50
た手=事TLr- (+I)l 千t.^･り
チ ャ ネ リ ン 'J電 了･､ 暇 mjT･の多LqTi非弾性 l'i侶 Lは, 光学 ポ テ ン シ ャル に よって系
&J'E的 に 記d述 で き る こ と を用 い､ (す な わ ち. 縦 コ ヒー レン ト披 vh に対す る Lip
pman-Scl川 ingcrJ)-i'昌式
1Vt⊥= ¢ki+8.1lllI'虹
に お け る)侶 ･':ポ テ ン シ ャ ル Ul に全 て の 多 il-'.非弾性 散乱 の情 報 が含 まれ る｡ )
,H.･作 的 に非 抑 性 散 乱 の効 果 を見 るた め､ U⊥ の 釈 動脈 関 をお こ な う｡
か!利 尻 けど71ま､ 2つ の Watoson潰iTl了･ドとW に つ いて お こなわ れ る｡ Irは気相 -な
い しnl潰 均 U)励 起､ W は 迅 絹 近 似 で 記 述 され る チ ャネ リ ン グ状腰 か らの舶 散的効
果 に よ る ズ レ を '-).え る も U.)で あ る｡ W と tTに対 す る展 開 の 次数 を それ ぞれ上付 き
ド付 きF,Tsえ亨 で 表す と･ UJ.o?は辿 東ItLポ テ ン シ ャ ル を与 え､ U⊥了は チ ャネ リング故
紙 p1-0･on,one-elect,on,plasmot-励 起､ Ulい ま飢'ik助 見 によ る吸 収 を与 え る｡
木 禿 ･窮 で は 多 波 展 開 をに よっ て 榊､ i汀iチ ャネ リン グの波動 例 数 を求 め こ
れ を用 いて ｣二で 述 べ た光学 ポ テ ンシ ャ JL,淡 に よ り共 作 的 な吸 収 係 数 (ピー ク幅)
の 炎 式 とfr:(他 言r例 を;77.･す.
多 披 展 P,口に よ る 榊 チ ャ ネ リン グの 波 動 関 数
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